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研究成果の概要：中学生高校生の間に急速に広まっているスマホは，その多機能さもあり，様々な場面で活用さ
れている。また，スマホゲームも急速に広まり，依存傾向が問題視されている。本研究では依存傾向が中学生高
校生の学校での学習にどのような影響があるのかを検討するものである。風間他(2020)の大学生のスマートフォ
ン行動嗜癖尺度原案を用いた結果，中学生と高校生で因子構造が異なることが示唆された。それらは大学生のモ
ノとも異なると考えられた。中学生，高校生のスマホ因子の中には協働学習の効用感因子との間に有意な負の相
関や，互恵懸念因子との間に有意な正の相関がみられた。中学生，高校生のスマホ因子のいくつかは性差がみら
れた。
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は中学生高校生がスマホ依存に近い傾向にあり，そのため学校での学習に影響しているかどうかを検討し
た。まず既存の尺度原案から，スマホ依存傾向尺度の作成を試みた。その結果，中学生と高校生は大学生のモノ
と違うこと，中学生と高校生も異なることが分析の結果明らかとなった。つぎに新学習指導要領で重視されてい
る学校での学習のうち，協働で学ぶことにおいて影響があるかどうかを検討した。その結果，スマホ依存傾向
は，協働学習の効用感に有意な負の相関，協働学習の互恵懸念に対して有意な正の相関をとることが分かった。
学校での学習に影響がある可能性が示唆されたことは社会的に意義が高いと考えられる。
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ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。

2020～2020



様 式 Ｃ－４１ 
 

 

 

１．研究の目的 
 
文部科学省(2017)は，子どもたちが未来社会を切り拓くための資質・能力を育成することを

重視している。批判的思考力や協働して考える力はその資質・能力の一つである。また，協働
学習の認識が学校適応感，批判的思考態度に正の影響があることを示した先行研究(石橋他，
2016)もある。一方で中学生・高校生にスマホの所持・利用が急速に広まっており，この過度
利用により，学習や生活姿勢に問題が指摘されている。しかし，協働学習や批判的思考態度と
スマホの依存との関連の研究はみられない。本研究の目的は，中学生・高校生のスマホ依存傾
向が，生徒の学校において協働で学ぶことにどのような関連があるのかを検討することである。 
 
２．研究成果 
 
風間他(2020)の大学生のスマートフォン行動嗜癖尺度原案を用いた結果，中学生と高校生と

では因子構造が異なることが示唆された。すなわち中学生と高校生ではスマホ依存傾向の内容
が異なることが示唆された。また，それらは大学生の行動嗜癖をはかるものとも異なると考え
られた。次に，中学生，高校生のスマホ因子の中には協働学習の効用感因子との間に有意な負
の相関や，互恵懸念因子との間に有意な正の相関がみられた。中学生，高校生が学校で協働し
て学ぶことにおいて影響があることが考えられた。 
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